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【研究背景】わが国の聴覚障害児に関する言語指導法は、手話から口話法へ、その後は
補聴器の発展と共に、残存聴力を活用する聴覚口話法が広がりを見せてきた。強力な聴
覚口話法による教育にもかかわらず、聴覚障害児の学力不足が明らかになり、その問題
は「9 歳レベルの峠（通称 9 歳の壁）」と言われており、日本だけでなく世界的な問題と
なっている。その後、聴覚口話法による教育の限界が覆ることはなく、様々な議論が重
ねられ、平成 12 年には全国の 7 割を超える聾学校で、再び教育に手話が導入されるよ
うになった。しかし、手話の用いられ方、すなわち手話と補聴器による聴覚口話法との
関係も明確でなく、指導方法そのものの統一性が示されず、「9 歳の壁」の問題は未だ解
消されないままとなっている。  
【目的】本研究の目的は、聴覚障害幼児に聴覚と同時に手話や文字を用いて言語獲得指
導を行う文字‐音声法による指導を受けた聴覚障害幼児の言語発達経過を分析し、構文
獲得過程を明らかにすることである。加えて、実際の指導におけるスモールステップを
提示し、構文の獲得と認知機能の発達との関連を示し、言語発達に遅れがある幼児の構
文獲得指導の指標を示すことである。  
【対象】 Ｋ病院耳鼻咽喉科にて聴覚障害と診断された、初診時 0 歳 5 ヵ月（以下 0：5）
の女児である。当科で行っている聴覚障害児の言語指導法である文字‐音声法（金沢方
式）による指導を希望されたため、すぐに補聴器を装用して言語指導を開始した。裸耳
聴力は平均聴力レベル 112.5ｄＢであり、補聴器装用下で聴能訓練を含めた聴覚活用、
聴覚読話に加えた文字－音声法を実施した。補聴器装用閾値は 55.0dB（両耳装用）であ
った。2：3 時に左耳に人工内耳埋め込み術（日本コクレア社 CI24)を受け、2：4 に音
入れ、装用閾値は 32.5dB である。現在、4：11 で、言語指導継続中である。  
【方法】 １．個別の言語指導時に母親が持参する発達記録ノートの中に記載されてい
る事項の中から、以下を抜き出した。(1)手話による表出語彙数と文の表出（語連鎖）の
経過、 (2)手話による助詞抜け語連鎖表出例と助詞指導の実際、 (3)行動発達経過と助詞
指導の実際、(4)手話と指文字による助詞の自発的表出経過。 ２．本児の発達と健聴児
の発達を比較し、スモールステップによる指導の有効性を検討した。  
【結果と考察】(1)手話による表出語彙数は、1：6 時 69 語、その時、手話による 2 語連
鎖出現。1：8 時 169 語、指さしを含む 3 語連鎖出現。2：0 時 310 語、実質語の 3 語連
鎖出現。2：1 時 4 語連鎖出現。2：2 時 431 語、助詞の出現あり。 (2)1：6 時 2 語連鎖
は「いちご―ちょうだい」には、助詞「を」の指文字での指導、1：7 時「馬－ポポちゃ
ん」には助詞「が」（「ポポちゃんが乗る」）の指導を行った。同様に、2：2 までに 10
種類を超える助詞の指導ができた。(3) 1：6 時、人形を写真の湯船に入れるまねをして、
遊んでいたことから、「風呂―に―入る」を指文字による助詞「に」を挿入するなど、同
様に 10 種類を超える指導が可能となった。 (4)2：2 以降に、10 個を超える（の、と、
も、に、まで、で、が、を、から、て、へなど）の助詞が手話や指文字で日常生活の中
で出現した。これらは、永野、大久保のそれぞれの健常児の助詞出現の時期に匹敵して
いることから、無理のない刺激導入によって、健常児並みの助詞の発達を示すことを明
らかにできた。  
【発表状況】  第 56 回 音声言語医学会（岡山：2011 年 10 月 6・7 日）で発表を行った。  
日本小児耳鼻咽喉科学会誌に近日投稿予定である。  
